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目 的

昭和53年に発行された学習指導要領小学校体育編では,学年目標で「各種の運動の楽し

さを体得するとともに,………」とされ,楽しさの体得が強調された。また平成元年の改

訂でも「生涯体育・スポーツを重視し,自ら進んで運動に親しみ,各種の運動の楽しさや

喜びを味わうことができるようにすること。」が要点としてあげられこの傾向が一層強化さ

れている。身体的な発達を主たる目標とした体操科,運動は手段であった体育科の時代を

経て,運動そのものを学習の目的とし,運動そのものの持つ楽しさを身につけさせること

を目的とした,新しい体育科の時代を迎えつつあると言えよう。生涯にわたって運動に親

しむために,運動の楽しさを知ることは重要なこととなる。

運動の楽しさの要因に関する研究は,教科としての体育科を対象とした研究,各領域を

対象にした研究などがみられる。前者についてみると,賀川の各年代の児童生徒を対象に

した研究では,「できばえ･成果」・「挑戦･熱中」・「くつろぎ」・「成功感」・「応援･観戦」・

「賞賛」・「非競争性」・「脚光」・「優越感」の因子を抽出している。また,徳永・橋本の,

十学生を対象とした研究では,「挑戦」・「勝利感」・「創造的活動」・「賞賛」・「健康」・「競

争」・「集団活動」・「観戦・応援」・「スリル感」・「自己実現」の因子を抽出している。また

千駄は,各学年毎に因子分析を行い小学校では因子数が減少している傾向を示している。

これらの研究で乱共通的な因子とそうでない因子とがみられる。研究の対象学年が異な

り発達段階の差がその原因の1つであろうが,体育という教科の領域の広さもその原因と

考えられよう。そこで体育の各領域を対象とした研究がみられる。畑野はダンスの授業,

千駄らはバレーボール・柔道など授業を対象にして研究を行っている。本研究は後者の各

領域に関する研究に属し,小学生を対象にし鉄棒運動の楽しさの分析を行うものである。

千駄は,高校生を対象とした体操領域の楽しさの分析を行い,男子では「達成」・「挑戦」・

「親和」・「承認」の4因子,女子では,「達成」・「向上」・「親和」・「承認」・「挑戦」の5因

子を抽出している。

筒井らは,小学生を対象としたマット運動の楽しさの分析を行い,男子では,「達成」・

「爽快」・「充実」・「友好」・「挑戦」の5因子,女子では,「達成」・「爽快」・「知的満足」・

「優越」・「挑戦」・「知的好奇心」の6因子を抽出している。

この研究は,体操領域のなかでも鉄棒運動に的をしぼり楽しさを追求するものである。
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体操領域の鉄棒･マット･跳箱ではそれぞれ独自の楽しさがあるはずであり,本研究では,

鉄棒運動の楽しさの因子について分析し,少しでも楽しさを高める指導方法の改善に資し

たい。

方 法

1.調査対象者

対象者は,小学校5年生152名(男子65名,女子87名)である。

表1 質問項目の平均値,標準偏差,歪度

-
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2.調 査 時 期

調査は, 1988年5月から7月にかけて実施した。

3.調 査 項 目

「体育における楽しさ」に関する先行研究,および,教育現場の先生の意見を参考に,

「鉄棒運動の楽しさ」を感じると思われる仮想場面について質問を行った。質問項目数は,

72項目である(資料1参考)。同時に,鉄棒運動に対する好嫌についても質問した。

4.得 点 化

楽しさに関する項目は,「とても楽しい」,「楽しい」,「普通」,「きらい」,「だいきらい」

の5段階で回答させ,それぞれ, 1, 2, 3, 4, 5点を与えた。また,好嫌については,

「大好き」,「好き」,「普通」,「嫌い」,「大嫌い」の5段階で回答させ,それぞれ,1,2,

3, 4, 5点を与えた。

5.因 子 分 析

因子分析は,項目間の相関行列に基づき,共通性の推定値を1.0とした主因子解によって

行われた。さらに抽出された因子行列にNormal Varimax 法による直交回転が施された。

結 果

1.各項目の得点分布と歪度

72頁の平均値,標準偏差,歪度(Skewness : SK)を表1に示す。著しく分布に偏りが

みられる(ISKI≧2が基準)項目を削除しようと考えたが,そのような項目がないため,

72項目すべてが対象となった。

2.楽しさの因子分析

2段階にわたって因子分析を実施した。まず,第1次の分析において,72項目全体に対

する因子分析を行った。次に,第2次の分析として,それぞれ抽出された因子のうち,比

較的多くの項目と有意な相関を待った因子について再度因子分析を行った。

1)。第1次因子分析(72項目)

剛因子分析の方法

因子分析は,72項目間の相関行列に基づき,共通性の推定値を1.0とした主因子解によっ

て行われ,20因子が抽出された。抽出された20因子の全分散に対する寄与率は70.6%であっ

た。さらに抽出された因子行列にNormal Varimax 法による直交回転を施し,表2の因

子行列を得た。

(2)因子の解釈及び命名

因子の解釈及び命名は,原則として因子負荷量｡35以上の項目を取り上げ,それらの項目

に共通する内容を推定しながら行った。

第1因子に相対的に高い因子負加量を示した項目は次の通りであった。以下,項目番号,

( )内に因子負荷量か示しか（小数点第3位以下切捨て卜

で,爽快因子と命名した。また,この固有値が他の因子に比べて著しく高いことから,こ
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表2 質問項目の回転後因子行列
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の因子は,鉄棒運動の楽しさの中心をなすものと思われる.

第2因子に相対的に高い因子負荷量を示した項目は次の通りであった.

51(.59) 43(.58) 60(.53) 47(.52) 36(. 51) 71(.51) 72(.46)

これらの項目は,先生との触れ合い,友達との友好関係に関するものが多くみられる.

そこで,親和因子と命名した.

第4因子に相対的に高い因子負荷量を示した項目は次の通りであった.

15(.53) 42(.53) 58(.46) 67(.44) 23(.44) 62(.43) 66(.4O) 22(.39)

これらの項目は,自由,気楽さ,和やかさに関するものが多くみられる.そこで,気楽

さ因子と命名した.

第3因子,第5因子~第17因子,第19因子,第20因子に,相対的に高い因子負荷量を示し

た項目は,4以下であり,すべて解釈不可能であった.

また,第18因子には,相対的に高い因子負荷量を示す項目がなく,解釈不可能であった.

2).第2次因子分析

第1次因子分析によって抽出された因子のうち,第1因子は,複数の内容から構成され

ているためにさらに因子分析を行った.

出爽快因子(26項目)の因子分析結果

爽快因子の因子分析の結果,4つの因子が抽出された.これら4つの因子の全分散に対

表3 爽快因子の回転後の因子行列
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する寄与率は, 56.5%であった.回転後の因子行列を表3に示す.

まず,第1因子に相対的に高い因子負荷量を示した項目は次の通りであった.以下,項

目番号,( )内に因子負荷量を示した(小数点第3位以下切捨て).

61(.69) 69(.65) 37(.59) 55(.58) 58(.57) 49(.51) 52(.5O) 70(.50)

44(.45) 34(.38) 28(.36)

これらの項目は,達成に関するものが多くみられる.そこで,達成因子と命名した.

次に,第2因子に相対的に高い因子負荷量を示した項目は次の通りであった.

46(.61) IOC 59) 39(.54) 6(.44) 53(.44)

これらの項目は,賞賛,優越,達成に関するものが多く,満足因子と命名した.

次に,第3因子に相対的に高い因子負荷量を示した項目は次の通りであった.

21(.56) 17(.53) 2(.45) 27(.43) 18(.38)

これらの項目は,項目間に関連性が少なく,一つの因子に解釈することができなかった.

最後に,第4因子に相対的に高い因子負荷量を示した項目は3項目であり,解釈不可能

であった.

(2)第2次因子分析結果のまとめ

第1次因子分析で抽出された因子の中から,爽快因子について再度因子分析を行った.

その結束,2つの因子が抽出された.それらは次のようにまとめられる.

第1次因子 第2次因子

親和因子→親和因子

気楽さ因子一気楽さ因子

3.男女別因子分析

因子の構造に性差が予想されるために,男女別に因子分析を行った。その手続きは,'全

体に対して行ったものと同様である。第2次因子分析の結果のまとめを表4に示す。

女子においては,楽しさの因子が多岐にわたっている。このことから,男子に比べて,

多様な楽しさを感じていると思われる。また,女子において達成因子が中核となり,優越

因子や挑戦因子が抽出されているのは,気楽さ因子が中核をしめる男子と対照的である。

体育のほとんどの種目においては,逆の傾向が見られるのであるが,鉄棒運動は男子より

も女子に親しまれており,女子の方が得意であるためこのような傾向がみられたと思われ

る。

表4 男女別因子

4.好嫌別因子分析

鉄棒の好きな者と,嫌いな者の因子構造に違いが予想されるために,鉄棒の好きな者,

嫌いな者,どちらでもない者に分けて因子分析を行った。その手続きは,全体に対して行っ

たものと同様である。第2次因子分析の結束のまとめを表5に示す。

鉄棒運動の好きな者,普通の者には,知的理解の楽しさが感じられているが,嫌いな者
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表5 好嫌別因子

にはこの楽しさが感じられていないようである。

5.鉄棒運動の楽しさ尺度の作成

2回の因子分析で抽出された因子は4因子である。それらに含まれる項目数についてみ

ると,「達成因子」が13,「満足因子」が7,「親和因子」が8,「気楽さ因子」が9となる。

この数字は,2つ以上の因子に高い因子負荷量(｡40)を持つ場合,ダブらせて計算したも

のである。

次に,複数の因子に関係しているものをどれか一つの因子のみに限定したり,因子の解

釈と質問内容の一致していないものを削除したりして,項目の取捨選択を行った。さらに,

非常に類似した質問の重複をなくすことと簡便さを考慮し,各尺度を5項目で構成するこ

とが妥当であろうとした。したがって,「鉄棒運動の楽しさ」の質問項目は,4尺度X5項

目=20項目と決定した。各尺度の項目は資料2に示す通りである。

6.男女別,好嫌別,楽しさ得点の比較

鉄棒運動に対する好き嫌いの質問において,「非常に好き」または「好き」と答えた者を

好き群,「普通」と答えた者を普通群,「嫌い」または「非常に嫌い」と答えた者を嫌い群

とした。その結果,調査対象者の分類別人数は表6に示すとおりである。

各群の楽しさの尺度得点の平均値と標準偏差は表7に示す。さらに,各尺度得点の平均

値の差を検定するために,2(性)X3(好嫌)の2要因の分散分析を行った。その結果と

多重比較の結果を表8に示す。

達成因子,親和因子,気楽さ因子いずれにおいても女子の方が男子よりも楽しさを感じ

ている。これは,他の教材にはみられなかった傾向であり,鉄棒運動特有の傾向である。

表6 調査対象者の分類別人数

表7

また,全ての因子において,鉄棒が好きな者は嫌いな

者よりも楽しさを感じていた。

(平成2年9月17日受理)

鉄棒運動の楽しさ尺度得点の平均値,標準偏差

-
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分散分析有意水準・多重比較表

***0.1%水準で有意差あり

引用●参考文献
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3)賀川昌明 体育授業における楽しさの要因分析(1)徳島大学数養部紀要 Vol, 13 1980
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究 日本体育学会第35回大会号 1984
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科学センター Vol. 2 1975
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1984
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資 科 1

1.鉄棒運動をしている人を激励するとき

2.皆の前で鉄棒運動がうまくできたとき

3.自分の順番をドキドキして待っているとき

4.グランドで運動するとき

5.先生がえこひいきしないとき

6.鉄棒運動のコッがわかったとき
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7。鉄棒をたくさん使って練習するとき

8.できない技を皆に手伝ってもらってできたとき

9.技が終わってポーズを取っているとき

10.先生にほめられたとき

11.少し難しい技を練習するとき

12.簡単な技がスムーズにできたとき

13.みんなと仲良く鉄棒運動ができたとき

14.高い鉄棒で練習したとき

15.先生の教元方がおもしろいとき

16.鉄棒運動の連続技の組合せを考えているとき

17.鉄棒運動をして汗をかいたとき

18.自分の思い通り鉄棒運動ができたとき

19.鉄棒運動の上手な人と一緒に練習するとき

20.みんなと「ワアワア」言いながら鉄棒運動をするとき

21.めあて(ねらい)をやり遂げようとがんばるとき

22.自由に練習できる時間があるとき

23.自分達で練習のしかたを考えているとき

24.皆の前で難しい技に跳戦するとき

25.力いっぱい鉄棒運動ができたとき

26.連続技ができるようになったとき

27.欠点を直す良い考えが浮かんだとき

28.「やった」という気持ちになったとき

19.今までやったことのない新しい技を練習するとき

30.少し難しい技を練習するとき

31.鉄棒運動した後気分がさっぱりしたとき

32.仲の良い人と一緒に鉄棒運動をするとき

33.自分の失敗が目立たなかったとき

34.怖くなく鉄棒運動ができたとき

35.先生が自分の言ったことを取り上げてくれたとき

36.みんなが協力できたとき

37.美しくきれいに鉄棒運動ができたとき

38.運動が終わって自分のしたことを思い出すとき

39.友達にほめられたとき

40.先生がしからないとき

41.一人で練習するとき

42.やさしい技を練習するとき

43.補助者がついて安心して練習できるとき

44.自分達で考えた練習をしているとき

45.低い鉄棒で練習しているとき

46.苦しい練習を最後までやりぬいたとき

47.他の人に教えてもらったとき

48.男の子と女の子が一緒に鉄棒運動をするとき

49.みんなと同じように鉄棒運動ができたとき

50.準備運動が早く終わったとき

51.先生と一緒に鉄棒運動をするとき

52.上手になっていくのがわかるとき

53.皆が自分の言ったことを取り上げてくれたとき
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54.他の人に教えてあげたとき

55.今までできなかった技ができるようになったとき

56.他の人にできない技ができるようになったとき

57.みんなに見本を見せるとき

58.自分の好きな技の練習をするとき

59.反省の話合いをしているとき

60.友達から「がんばれ」と言われたとき

61.鉄棒運動か上手にできたとき

62.身体の調子がよいとき

63.いばる子がいないとき

64.みんなで運動している人を応援するとき

65.先生の教元方が厳しいとき

66.いろいろなやり方で鉄棒運動をしているとき

67.友達と一緒に喜び合えるとき

68.上手な人の鉄棒運動を見るとき

69.調子よく鉄棒運動ができたとき

70.鉄棒運動によって友達と仲良くなれたとき

71.友達からたくさん考えが出されたとき

72.先生の説明がよくわかったとき

資 料

〈第1因子 達成〉

61.鉄棒運動が上手にできたとき

69.調子上く鉄棒運動ができたとき

37.美しくきれいに鉄棒運動ができたとき

55.今までできなかった技ができるようになったとき

49.みんなと同じように鉄棒運動ができたとき

<等2因子 満足〉

46.苦しい練習を最後までやりぬいたとき

10.先生にほめられたとき

39.友達にほめられたとき

53.皆が自分の言ったことを取り上げてくれたとき

2.皆の前で鉄棒運動がうまくできたとき

<第3因子 親和〉

51.先生と一緒に鉄棒運動をするとき

43.補助者がついて安心して練習できるとき

60.友達から「がんばれ」と言われたとき

47.他の人に教えてもらったとき

36.みんなが協力できたとき

<第4因子 気楽さ〉

15.先生の教え方がおもしろいとき

42.やさしい技を練習するとき

58.自分の好きな技の練習をするとき

67.友達と一緒に喜び合えるとき

62.身体の調子が上いとき

-
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